


花王は2030年までに達成したい姿として、グローバルで存在感のある会社「Kao」を掲げていま
す。企業が持続的に成長するためには、業績をはじめとした財務的な戦略・取り組みだけではな
く、非財務的な戦略・取り組みも強化し、これらがお互いに作用しあうことが必要です。そのため、
花王はESG（Environment, Society, Governance）への取り組みをコストではなく将来
への成長投資と捉え進めていくことを宣言*1しています。コーポレート・ガバナンスは、その目標達
成を強力に推進する前提となるドライバーと考えています。変化に素早く対応でき、効率的で、
健全かつ公正で透明性の高い経営を実現し、企業価値の継続的な増大*2を実現するために、
経営体制及び内部統制システムを整備・運用し、必要な施策を適時に実施するとともに説明
責任を果たしていくことが、当社のコーポレート・ガバナンスに関する取り組みの基本であり、経営
上の最も重要な課題の一つと位置づけております。そのため、ステークホルダーの声を聞く活動に
積極的に取り組み、これらや社会動向などを踏まえて随時コーポレート・ガバナンスの在り方の検
証を行い、適宜必要な施策・改善を実施しています。

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

花王株式会社｜コーポレートガバナンス報告書より

Confidential & Copyright © 2018 Kao Corporation. All  rights  reserved.

＊１ 役員報酬（長期インセンティブ）のKPIの一部に、The World Most Ethical Companies（世界で最も倫理的
な企業）の一社に選定される会社に選ばれることとしています。

＊２ EVA（経済的付加価値）を重要な経営資料のひとつとしています。
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“World’s Most Ethical Companies” and “Ethisphere” names and marks are registered trademarks of Ethisphere LLC.

花王グループの概要

価値ある製品やサービスを、世界約100の国や地域へ。
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Americas

Asia

Europe

花王本社 花王中国 タイ花王

花王スペイン 花王USA キミ花王花王インドネシア 花王ドイツ

日本 約26,550名
アジア 約6,100名
欧州 約3,250名
米州 約1,700名
計 約37,600名

ビューティケア事業
ヒューマンヘルス事業
ファブリック＆ホームケア事業
ケミカル事業

ビューティケア事業
ケミカル事業

ビューティケア事業
ケミカル事業

2017年販売実績 （単位：億円）
事業＼地域 日本 アジア 米州 欧州 合計

コンシューマープロダク
ツ事業 8,862 1,888 773 638 12,160

ケミカル事業 1,239 696 526 642 3,103

セグメント間売上高の
消去 318 34 1 16 369

売上高 9,782 2,550 1,298 1,264 14,894

Kao USA

Kao Germany

連結子会社数 111社（うち国内24社）

持分法適用関連会社 6社（うち国内4社）
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キーワードは「正道を歩む」

経営トップの認識
2020年までの中期経営計画「K20」において
「利益ある成長」を達成するための戦略のトップ
に位置づけ

花王ウェイ（企業理念）
花王ビジネスコンダクトガイドライン
(BCG)

・2003年制定
・「花王ウェイ」を実践するための行動規範
・世界19言語に翻訳しグループで共有
・これまでに花王グループ共通研修の受講
者：36,270名
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社内報を通じたトップメッセージの発信

2016年 2018年
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法務・コンプライアンス部門

会計財務部門

品質保証部門

環境安全部門

研究開発部門

ＳＣＭ部門（生産、物流等） その
他

地域

機
能
部
門

事業部門

人財開発部門

花王グループのグローバル運営体制

事業×機能×地域の
マトリックス運営
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グループガバナンス
よる執行スピードの鈍化

子会社による迅速な
意思決定と業務執行

両立？

二律背反？

現時点では、３つのディフェンスラインによるガバナンスが最適解か?

グループガバナンスと子会社活用によるビジネス強化のジレンマ

• 経営監査室3rd line

• 品質保証／環境安全／危機管理
• 法務・コンプライアンス／会計財務2nd line

• 現場各部門1st line

監査役会
連携

もちろんグループガバナンスは重要。一方、子会社とはいえ、法的には親会社とは別法人であること、
また、親会社は、株主としての有限責任を負うのみという会社法上の建てつけとの関係が悩ましい。
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 ジレンマ その1

 ジレンマ その2



表彰理由
花王株式会社は、ガバナンスに対して早期から取組み、その歴史も長いこと、そしてガバナンスをフルに活用し、
年々進化を続けています。近年では、取締役会を有効に機能させるために、取締役会議長も社外取締役より
選出し、社外取締役の数も増やして、共に中長期の企業価値創造を創ることを目指し、継続して高い経営
力を発揮しています。
審査委員長 斉藤惇氏(日本野球機構会長・プロ野球組織コミッショナー)コメント
花王株式会社は、形式的にもガバナンスに早く取り組み、継続してきた企業です。守りのガバナンスでは、自己
に厳しい姿勢を取締役会も含めて社内に徹底し、内部統制では形だけでなく、運用にも重点を置いています。
また攻めのガバナンスでは、澤田社長は取締役会を夢の実現の場であり、社外取締役との議論をエンジョイ
していると言います。取締役会自体が機能している素晴らしい例であり、高いステージに進んでいると思います。
日本の産業界における、ガバナンスのリーダー、手本となる企業として、今年のGrand Prize Company(大
賞)に選定しました。
花王株式会社 社長 澤田道隆 受賞コメント
この度は、コーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤーの大賞という大変名誉な賞をいただきましたこと、とても誇りに
思います。花王には、現状に満足せず常に革新を続ける「絶えざる革新」という経営理念があります。本業で
あるモノづくりはもちろん、ガバナンスにおいても過去からその実践を続けてきました。そして、経営の夢や思いを、
取締役会が守りと攻めのガバナンスで支えてくれました。こういったことが、今回の受賞につながったのではないか
と思います。特に、社外取締役、社外監査役の皆さんの厳しくも愛情あふれる活動があったからこそいただけた
賞でもあると思います。今後は、ESGをベースとした非財務活動にも注力し、コーポレートガバナンスの更なる
強化と継続的な企業価値向上に取り組んでまいりたいと思います。

コーポレートガバナンス・オブ・ザ・イヤー
2017年度Grand Prize Company受賞
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“World’s Most Ethical Companies” and “Ethisphere” names and marks are registered trademarks of Ethisphere LLC.

ありがとうございました。
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